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長野県遠山地域における空き家と農地の管理実態に関する事例研究
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A Case Study of the Management of vacant houses and farm fields in Touyama 
district，NAGANO prefecture 
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The purpose of this paper is to clarify the present situation of the management of vacant houses and farm fields in 
the three depopulated settlements，Touyama district，Nagano prefecture. These points were made clear: i) Vacant 
ho山 esand farm fields were tend to vani山 din about ten years，after owners went out of the制 tlemer胤 i)In the 
settlement including over 30 families，residents are tend to remain in the settlement even if they became old and 
weak，comparing to these in the settlements including under 20 fami1ies. ii) In these days，residents move to the 
districts far from the settlement in the change of transport and educational conditions. iv) There町 efour networks 
maintaining vacant houses and farm fields which owners went out of the settlements. These are relatives，neighbor-
hoods，1-tum families living in the 印刷ement，children families，relatives living in neighboring settlements，chiト 
dren families，relatives living in neighboring towns and vi1ages，children families，relatives living in far-off towns 
and vi1ages or another prefectures. 
1. はじめに
近年我が固においては，農業の衰退と姐い手不足から，多
くの集落において，集落域の管理範閤域が縮小しており，
活環境，生産環境の悪化が指摘されている.グリーンツーリ
ズム等地域振興に関わるコミュニテイの意志や体力が十分
ではない地域では，高齢化による自然減による過疎化現象か
ら集落城の空間管理の撤退を視野に入れた計画手法が求め
られていると考えた.
すなわち，長野県遠山地域をケーススタディとして過疎化
現象の変還を転出経緯や家族構成から明らかにしたのち，
き家と農地の管理状況を明らかにすることを本研究の目的
とした.言い換えると集落の消滅過程を人と空間管理の撤退
から見ることで，集落の計間的撤退，存続に関わる知見を得
ることを研究の狙いとした.
地理学，農業経済学の分野においては，高度経済成長時代
を対象の中心として過疎化現象，挙家離村現象に関わる研究
が行われてきた.地理学の分野において集落単位での過疎の
空間的社会的特質に関する研究が多く，農業経済学の分野で
は，統計資料を用いた農業基盤条件と人口減少・集落消滅と
の関係を分析し過疎の要因を広域的に示そうとした研究が
多く見られた注1) 
建築学の分野においては，過疎地域の生業構造に関する研
]，[9J [10]，生活環境および意識に関する研究[7J[8究 
過疎化現象と自然的社会的条件の相関を分析した研究が見
られた 1 [l1J [12J.特に，全国的に過疎化現象を捉えた研
究として，金木らによる集落消滅の実態の分析が挙げられた 
[13J [14]. 
過疎化現象下における農地を中心とした空間管理に関し
ては，帰省する地域外家族による管理作業の果たす役割を検
した研究) [15J，農家俸の管理作業頻度別に見た属性的特
徴を明らかにした研究が見られた [16J[17]. また，康敷地
の管理状況に関しでは，中島ら，遊佐らが空き家の自治体単
位で、の分析を行った研究が見られた [18J[19]. 
しかし農地や屋敷の管理が変化していく過程や要因を分
析した研究はほとんど見られなかった.すなわち， i)社会
的条件による人口流動を主とする社会減の過疎から自然減
の過疎へと時代が変化する中で近年の過疎化現象を分析す
ることで，撤退を視野に入れた計聞論に資する点， i)過疎
化現象を空間管理の撤退過程という視点で捉えようとする
点がヰ羽汗究の着眼点として挙げられる.
(1) 鯛査対象地域の選定
金木の既存研究13)を元に集落消滅の多い地域を筆者の属
する研究機関からの時間距離による利便性から選定し長野
県遠山地域と定めた山)具体的には，交通状況，自治体の
協力状況から大鹿村，上村，南信濃村(調査終了後，上村，
南信濃村は飯田市に合併された)の各自治体にヒアリング調
査を行った上で，自治体内の現地踏査を行い，自治体毎に 1
集落ずつを選定した.調査対象集落の選定にあたっては，過
疎化現象が顕著に観察できることを条件に，転出世帯が現存
研究の方法 2. 
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世帯を上回ること，集落代表者の調査協力が得られることを
条件とした. 3集落を抽出したその結果，高度経済成長以前
に60戸程度あったものが半数程度に減少した下栗集落を 1集
落， 30戸程度あり，ほとんど消滅した梶谷集落を 1集落，半
数程度に減少した釜沢集落を 1集落抽出した(第 1図). 
いずれの自治体も伊那谷から南アルプスに向かつて続く
伊那山地を越えた谷筋に位置し，地形的には急峻な斜面が特
徴的であり(第 2悶)，農業条件の厳しさから臨近の都市閣
である飯田市中心部から乗用車による時間距離で 1時間強
程度であった. 
(2) 調査の方法
集落の地形図から白地図を作成し土地利用および管理の
現況に関する観察調資を行い，これを元に各集落の全知に対
する悉皆ヒアリング調薬去を行った注3)
分析の方法としては，まず転出者の属性，経緯，犀敷の管
理状況，農地の管理状況を分析し (3寧)，最後に 3集落の
比較分析を行うとともに，過疎化現象プロセスの構造に関わ
る知見を整理し計画的提言を試みた (4，5j詳). 
3. 空き家・農地の管理主体と管理状況 
3集落で得られた世帯毎のヂ…タを第 1図(前掲)，およ
び第 1表から第 3表に集約し，以下の分析を行った 
(1) 転出経緯 
① 下架集落
まず，下柴集落においては， 28件の空き家のうち，空き家
となったのが5年以内であるのが5件， 5年を超え10年以内
である事例が10件， 10年を超える事例が13件で、あった.空き
家になったのが10年以内で、ある事例15件において，家族構成
では，高齢単身者が1件，空き家となった理由としては死去
が8件，高齢化によるけが，病気が4件で、あった.これに対
して，空き家となったのが10年を超える事例13件において，
家族構成で高齢単身者は2件のみであり，空き家となった理
山についても仕事の利便性，教育上の都合，他地域への開拓
移転，火事による移転等であり，高齢化による単身者の離村，
死去ではなく，必ずしも高齢者ばかりではない複数の世帯員
が離村する事例が多く見られた.
また，空き家となったのが10年以内である事例では，転出
先を見ると隣接自治体(飯田，南信濃)が少なく，より遠方
への転出世帯が多いこと(転出世情のうち隣接自治体より遠
方がア件中 5件)が窺えた.空き家となったのが10年を超え
る事例において，転出理曲が，開拓，地滑り対策による移転
火事といった事例では隣接自治体より遠方に転出して
おり (5件)，仕事，教育上の都合といった事例では隣接自
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布図
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治体への転出が主として見られた (5件). 
②梶谷集落
まず，梶谷集落においては， 17件の空き家のうち，空き家
となったのが 5年以内である事例が 5件， 5年を超え10年以
内である事例が 3件， 10年を超える事例が 9件で、あった.空
き家になったのが10年以内である事例 8件において，家族構
成では，高齢単身者が 6件，空き家となった理由としては死
去が 1件，高齢化によるけが，病気が 6件で、あった.空き家
となったのが20年以内である事例10件において，家族構成で
は，高齢単身者が 7件，空き家となった理由として死去が l
件，高齢化によるけが，病気が 8件であった.これに対して，
空き家となったのが20年を超える事例7件において，家族構
成で高齢単身者は 1件のみであり，空き家となった理由に合
いては，仕事，教育上の都合，集落移転事業が 5件，死去が 
1件で、あった.
また，空き家となったのが10年以内の事例では転出先につ
いて同一自治体が 3件(いずれも中心集落)，隣接自治体(い
ずれも飯田市)が4件であり，死去を除くア件全てが近隣へ
第 1表下栗集落における転出世帯の状況
設き家となる 空き となっ 空き家と 空き家管 空き 空き 農地管 農地管理 農地管理農家番号 直前の家族構 た経緯 なった年 転出先 理状況 理主体 理主体住 明状況 主体 者住所成 (年前) 所
下粟 1 祖母 死去 1 月4 飯田 。 飯間
下粟 2 祖母 死去 l 年4-5 上町 草刈り 親戚 飯町
下栗 3 父母 親介護 2 神奈川 月1 飯田 。 飯間
下栗 4 祖母 高齢化・病気 2 駒ケ根 月4 駒ケ根 。 駒ケ根
下栗 5 祖母 死去 5 年2-3 飯田 × 息子 飯田
下栗 6 祖父母 死去 5.5 日常管理 親戚 集落内 。親戚 集落内
下栗 7 祖父母 高齢化・病気 5.5 豊田市 年2-3 転居世帯 × 較居世帯
下栗 8 祖母 死去 7 月4 息子 飯田 。親戚 作沢
下栗 9 祖母 死去 7.5 年 1-2 息子 高森 。宿泊経営者 集落内
下栗10 祖母 死去 7.5 一 年2 息子 東京 草刈 近所 集落内
下栗1 祖母 移転事業 8 集落内 × × × 。転出者
下栗12 祖母 高齢化・病気 10 飯田 × 息子 飯田 。近所 集落内
下栗13 祖母 死去 10 一 年1 親戚 東京 × 親戚
下栗14 祖母 高齢化・病気 10 豊川 × 息子 豊川 草刈り 近所 集落内
下栗15 祖父母 仕事都合 10 高森 年1 登山屋 飯田 × 転居世帯 官岡本フに本
下架16 祖父母父母子 教育 15.5 南信濃 日 転居世帯 南信濃 。転出者
下栗17 祖母 高齢化・病気 17.5 不明 × 子世帯 小牧 草刈り 近所 集落内
下栗18 祖父母 仕事都合 17.5 飯田 年2-3 転居世帯 飯田 。転出者 飯田
下栗19 父母子 不明 20 飯田市 × 転居世帯 飯田 。近所 集落内
下果20 父母 仕事都合 27 南信濃 更地 一 。親戚 集落内
下栗21 不明 移転事業 30 岡崎 作業小屋 不明 不明 。近所 集落内
下架22 祖父母 火事 30 飯島町 更地 飯島町 × 近所 飯島町
下栗23 仕事都合 35 飯田 × 飯田 草刈り 転居世帯 飯田
下栗24 父母 開拓 45 瀬戸 × (買近所上) 集落内 C (買近い所上げ) 集落内
下栗25 父母子 2 仕事都合 45 飯田 建て替え (買親戚上) 集落内 。(買親い戚上げ) 集落内
下栗26 祖母 死去 50 年 1 。(貿近い所上げ) 集落内
下果27 祖父母 火事 50 名古屋 年 1 飯田 。親戚 集落内
下栗28 父母子 4 開拓 54 滋賀県 建て替え (買近所上) 集落内 。(買近い所上げ) 集落内
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第2表梶谷集落における転出世帯の状況
空き家となる 空き家となっ
空き家と き家管 き 空き 農地管 農地管理 農地管理
農家番号 の家族構 た経緯 なった年
転出先 理状況 理主体 理主体住 理状況 主体 主体住所
成 (年前) 所
梶谷 l 祖父母 高齢化・病気 。 飯田市 不明 不明 × × × × 
梶谷 2 祖父 高齢化・病気 。中心集落 月1 飯田市 ム 飯田市
梶谷 3 祖母 高齢化・病気 3 飯田市 × × × なし × × 
梶谷4 祖父 高齢化・病気 4.5 飯田市 月1 飯田市 ム 飯田市
梶谷 5 祖母 高齢化・病気 ら 中心集落 月1 転居世帯 中心集落 ム 転賠世帯 中心集落
楳谷 6 祖父 死去 7 × 月1 親戚 中心集務 ム 親戚 中心集落
梶谷 7 祖父母 仕事都合 8 飯田市 × × × ム 転賠世帯 飯田市
槌谷 8 祖母 高齢化・病気 10 中心集落 月1 中心集落 × × × 
梶谷 9 祖母 高齢化・病気 20 中心集落 不明 村内 × × × 
梶谷川 祖父母 高齢化・病気 20 隣接集落 × × × × × × 
梶谷1 祖母・父・母 仕事都合 30 中心集落 × × × ム 転居世帯 中，心集落
梶谷12 父・母・子 教育問題 30 中心集落 × × × × × × 
梶谷13 祖父 40 × 崩壊 × × × × × 
梶谷14 父・母・子 不明 40 中JL'集落 不明 村内 × × × 
梶谷15 不明 移転事業 40 村内 × × × × × × 
梶谷16 不明 格車tl¥号事莱 40 村内 × × × × × × 
梶谷17 不明 移転事莱 40 村内 × × × × × × 
第3表釜沢集落における転出世帯の状況
空き家となる 空き家となっ 怒さ家と 空き家管 空き家管 空き家管 農地管 農地管理 農地管理農家番号 直前の家族構 た経緯 なった年 転出先 現状況 理jミ体 理主体住 理状況 主体 主体住所
成 (年前) 所
釜沢 1 祖父母 高齢化・病気 3 伊那市 × × × ム Iター ン 集落内
釜沢2 祖父母 高齢化・病気 3 月1 親戚 集落内 ム 親戚 集落内
釜沢 3 祖父 高齢化・病気 5 岡崎 年2-3 息子 岡崎 × × × 
釜沢4 祖父 死去 5 なし 年2-3 息子 岡谷 × × × 
釜沢 5 祖母 死去 15 なし 居住 Iタ」ン 集落内 ム Iター ン 集落内
釜沢 6 祖母 高齢化・病気 15 飯田市 月1 息子 浜松 ム 近所 集落内
釜沢 7 祖母 高齢化・病気 16 伊那市 年3-4 娘 伊那市 なし × × 
釜沢 8 祖母 死去 17 なし 居住 Iタ}ン 集落内 × × × 
釜沢 9 祖父 高齢化・病気 20 飯田市 × × × × × × 
釜沢10 父・母・子 仕事都合 23 飯田市 居住 Iタ}ン 集落内 ム Iター ン 集落内
釜沢1 父・ -子 教育・仕事 23 松川 居住 Iタ」ン 集落内 ム Iター ン 集落内
釜沢12 祖母・父・母 仕事都合 25 沢度 月4 転居者 沢渡 × × × 
釜沢13 祖母 高齢化・病気 25 松川 不明 都会グル]プ 不明 × × × 
釜沢14 父母子 仕事都合 30 大河原 取り壊し なし × ム 転居世帯 大河原
釜沢15 仕事都合 30 松川 居住 Iタ}ン 集落内 × × × 
釜沢16 祖母 高齢化・病気 45 伊那市 厨住 Iタ}ン 集落内 × × × 
釜沢17 不明 入植 50 愛知県 取り壊し なし × 不明 不明 不明
釜沢18 父・母・子 入植 50 愛知県 × × × ム売却 近所 集落内
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の転出であった.
空き家となったのが10年を超える事例においては，死去 1
件を除き，いずれも同一自治体内への転出で、あった.10年を
る事例より 10年以内の事例の方が途方への転出が多い傾
向は他2集務と共通するが 当該集落では同一市町村内への
転出が多く見られた(転出世帯15件のうち1件，下栗集落は 
19件のうち 1件，釜沢集落15件中 2件)• 
③釜沢集落
まず，釜沢集落において，空き家1件に Iターン入居者の
住む前の空き家も合めて分析を行った.その結果18件のうち，
空き家となったのが5年以内である事例が4件，空き家と
なったのが5年を超え10年以内である事例は O件， 10年を超
える事例が14件であった.下栗集落，梶谷集落においては空
き家の半数が10年以内だったことに比べると空き家となる年
代で多く見られたのは20年から30年前 (7件)だったことが
分かつた.空き家になったのが10年以内である 4事例におい
て，家族構成では，高齢単身者が2件，空き家となった理由
としては死去 1件，高歯令化によるけが，病気が3件であった.
また空き家になったのが20年以内である 9事例において，家
族構成では，高齢単身者がア件，空き家とな。た理由として
は死去3件，高齢化によるけが，病気が6件で、あった.空き
家になったのが20年を超える10事例では，家族構成としては，
高齢者単身家族は 3件のみであり，空き家となった理由とし
て仕事，教育上の問題 (5件)，入植 (2件)といった事例
が多く見られた.
また， 20年を超える10事例で同一自治体 (2事例)，隣接
自治体 (3事例)への転居が多く見られたが， 20年以内では
転居先が隣機市町村以遠である事例が多く (5件)，広域化
しており，下架集落と共通した傾向であると 
(2) 空き家・農地の所有・管理状況 
① 下栗集落
まず，下栗集溶において 空き家の管理を行わず放棄して
いる事例は，空き家となったのが10年以上の事例で多く見ら
れた(ア件中 6件).建て替えや更地を合めると空き家となっ
たのが10年以上の事例で、空き家管理を行っている事例は少な
かった (17件中6件).さらに8年に満たない事例10件では，
全て管理を実施していた 2年以内の事例を見ると年 4~5
回以上の管理を行っており，年数が経っと管理されなくなる
傾向と年数が経たない場合には管理が頻繁に行われる傾向
が確認できた.
次に，空き家の管理者はほとんどが転賠世帝，子世帯であ
るが， 40年を越える事例では集務内の親戚，近所の者が買い
上げ現夜も管聴を行っている事例が見られた (3件).また，
飯田市の登山屈に貸している事例も 2件見られた.これは農
業生産に従事しこの土地で暮らしていくことが現在に比べ
て経済的合理性を持ち，空き家と農地を買い取り，財産を増
やすことが意味を持つ時代で、あったことが窺われた.
また，空き家の管理を行っている事例16件を見ると県外(東
愛知県)が3件見られるものの，概ね下伊那郡内であり，
特に，同一自治体 (3件)もしくは飯田市(ア件)が多く見
られた.別居子世代，親戚の同一・隣接市町村への定住が一
般化していることが窺えた.管理されていない 7事例のうち
不明 1事例を除く 6事例で県外は 2事例に過ぎず，遠方であ
るから管理が行われていないという傾向は見られなかった.
さらに，農地管理の有無を見ると，完全放棄は 5件に過ぎ
ず、何らかの形で、管理を行っていた.10年以内を見ると子世帯，
献出世帯，親戚が集落外から管理しに来訪する事例が見られ
るが (5件)， 10年を鵡えると集落内に居住する親戚もしく
は近所の住民が借りるもしくは買い上げる事例が多くを占
めた(農地管理実施12件中 9件).特に，当該集落において，
農地管理の管理主体が近所である事例は12件中 9件に上っ
た.管理していない事例を見ると，年代による傾向は見られ
ず， 5年前空き家となった事例の管理主体賠住地が飯田市で
あった以外は，愛知県，東京都，高森町，飯島町であり，隣
接市町村以遠である傾向が見られた.以上より隣接市町村以
遠の途方から長期間に渡る通耕が困難であることが推察さ
れ，集落内で農地を管理する傾向が強く見られた.また開拓，
地すべり対策移転事業による挙家離村を除き，纂を移動した
事例は少なく，現在も親戚付き合いをする事例がほとんどで
あった.空き家，農地の管理を放棄または他人に委ねたのち
も墓参りや親戚付き合いといった行為は残る事例が多く見
られた.
最後に，空き家管理と農地管理の組み合わせを見ると，両
方とも管理を行っていない事例は 1件を除き見られなかっ
た.これは，空き家管理が，年代を経るほど行われなくなる
傾向に対して，農地管理は， 20年を超える事例の方がむしろ
転出に伴い所有権の移転があり管理される傾向が強く， 5年
から10年の問に空き家となった事例では農地管理を行わない
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事例が多く見られた(農地管理を行わない事例5件中 4件). 
これは， 30年一.50年程度前に転出する場合，農地の価値カヰ目
対的に高く，家屋とともに農地も転売する事例が多く見られ
たためであるとヒアリング記録から確認された.従って，空
き家管理と農地管理を管理の有無から見ると，管理の継続，
停止に対して別々の論理で決定されていることが窺われた
すなわち，空き家はなるべく途方でも子世帯，転居世帯で維
しようとするが，農地は，集落内の親戚や近所に委託また
は売買しても良いという考えである.また，農地を現在でも
管理しようとする集落内の近所，親戚のネットワ}クが健在
であることが窺えた.
②梶谷集落
まず，梶谷集落において空き家の管理を見ると， 20年を超
える事例ではほとんど管理が行われていなかった.全体を見
ても17件のうち，管理が行われていたのは7件に過ぎなかっ
た.
次に，空き家の管理が行われている事例においては，工務
屈による賃貸を除き，ほとんどが集落外に住む子世帯，転居
世帯で、あった.下栗集落に比して，集落内居住者による貿い
上げ，が見られなかった.空き家管理が行われている事例に
おいては，飯田市もしくは問一自治体中心集務に賠住する転
出世帯，子世帯，親成が管理を行っていた.議沢集落に比べ
ると集落内に府住する Iタ…ン，親成による管理が行われて
おらず，管理が行われていない事例も多く見られた.
また，農地管理については， 10年を超える事例に引いては 
1件を除き農地の管理が行われていなかった.親戚，近所の
ネットワークの残存し集落内で管理している下架集落(釜沢
集落)に比べるとその割合は低かった.しかし，逆に，集落
外からの通耕が多く見られ これは茶畑の管理が容易である
こと，同一自治体への転出が多いことが理由として挙げられ
た農地の管理主体は転居世帯，子世帯もしくは親戚であり，
居住地は飯田市，中心集落であった.
さらに，空き家管理と農地管理について管理の有無を見る
と，空き家管理が行われている 5事例中4事例で農地管理が
行われており，農地管理が行われている 6事例中 4事例で空
き家の管理が行われていた.空き家管理と農地管理が同時に
行われている事例では管理者も同一であり従って下栗集落
に比して，空き家管理と農地管理はセットで考えられる傾向
があった.
③釜沢集落
まず，釜沢集落における空き家管理は Iタ}ン入居を除く
と取り壊しと放棄は 5件，親戚，子世帝等による管甥がア件
であった. 20年を超える事例での放棄や取り壊しが多い傾向
はあるが，全般的に概ね空き家の管理は行われていた (18件
中5件が放棄，取り壊し). 
次に，集落内居住者による管理は 1件に過ぎず，集落内の
親戚や近所が買い上げし管理していた下栗集落とは異なる
傾向にあった.下架集落では高齢化が進んではいるが全体の
戸数が多く親戚，近所のネットワークが残存しておりこれら
により空き家が管理されていることがその理由として挙げ
られた.梶谷集落に比べると Iタ}ン入居が空き家の増大を
抑制していた(全18件中 6件が Iタ…ン入居).また集落外
居住者の居住地は，愛知県，静岡県、岡谷市，伊那市，同一
市町村内がl件ずつ見られた.
また，農地管理についても放棄が7件，管理が6件(うち 
Iターンを除くと 3件)であり 放棄されている農地が下栗
集落に比べるとその割合が高かったが梶谷集落よりは低
かった.管理されている 8件のうち，集落内居住者によ
理は 7件であり，残り 1件も同一市町村内居住者であり，集
落内賠住者による管理が良く行われており，下架，釜沢集落
に比して集落外から通耕する割合が低いことが確認され，同
時に梶谷集落より管理が行われている割合が高いのは I
ターン居住者による管理が行われているからであった.また
下栗集落と同様に集落内に農地を管理するカが残存する集
落であると言えた.
さらに，空き家管理と農地管理について管理の有無を見て
みると，空き家管理が行われている12件のうち，農地管理が
行われていたのは 5件，農地管理が行われていた 8件のうち，
家管理が行われていたのは 5件であり，梶谷集務に比べ
ると，空き家，農地とも管理している事例の割合が高いが，
農地と空き家の管理をセットで考える傾向は低いことが確
認された. 
4. まとめ
本編では，遠山地域の 3集落における転出状況，空き家管
理，農地管理の実態を明らかにしたこれらを踏まえ，以下
の知見を整理できた.
①本調査地において，空き家と農地の管理は概ね10年を超
えると放棄される傾向が見られた. 
② 	本調来地において，集落規模が30p以上の集落では， 20 
戸を下回る集落に比べて，高齢化による転出(自然減によ
る転出)が10年以内で見られた (20戸以下では20年以上前
から高齢化による転出が見られた.).また，空き家となっ
た経緯も「死去Jが多く，つまり，例え高齢者は病気になっ
ても最後まで集落に留まろうとする傾向が強かった.逆に，
集落規模が10戸を下回ると 遠隔地からの空き家や農地の
管理も行われなくなり集落空間の粗放化も進行していた.
③本調査地において，子世帯の転出先を全般的に見ると，
近年になるほど県外等広域化の傾向が見られるが，
同一，近隣自治体への転出も依然として多く，子世帯の介
護・財産管理意識が高いことも推察された.
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④本調査地において，空き家と農地を支えるネットワーク
が存在しており， i)集落内親戚，近所， 1ター ン者， i) 
近隣集落に転居した子世帯，親戚世帯，出)近隣市町村に
転居した子世帯，親戚世帯 iv)県内遠陥地，県外へ転居
した千世帯，親戚世帯の 4種に分類された.ただし農地は
日常的管理が必要となるため，粗放的でない管理は i)，i) 
による事例が多く見られた 
5. 計画への提嘗
以上の研究結果を踏まえ，当該地域においては，以下の 3
つの方針とこれに対応した施策を挙爪地域の特性によって
これらを選択したり 組み合わせることが提言できた. 
① 集落維持戦略
管理されなくなる概ね空き家となって10年以内に支援を行
い， 30戸以上程度の集落規模を維持することを目標とする.
具体的には i)転居管理中の世帯(血縁者に限らない)への
空き家，通耕管理への優遇税制，交通費支援， i)集落によ
る管理委託の促進，出)空き家・農地の都市住民による借り
上げ，買上の斡旋(1タ…ン，クラインガルテン，援農ボラ
ンテイアの促進)が挙げられる.
③居住地撤退戦略
転出先の遠隔地化を食い止めるため近隣地方都市(中心集
落)への居住を促進する.具体的には，近隣地方都市におけ
る過疎集落居住者の公営住宅への優遇入居，恒常的勤務の斡
旋が挙げられる.
③完全撤退戦略 
10声を下回り，集落消滅を待つ集務については，新たな集
務移転事業を行い，計閥的に撤退を促進する.集務の跡地に
ついては，森林政策との整合を調整しながら，林地へと回帰
させていく，都市住民の農村滞在施設として活用する(例.
飯田市大平宿等)などが考えられる.
注釈 
1 )例えば，地理学分野では参考文献日]， [2 [3J ]， 
]，[4J[5が，農業経済学分野においては，参考文献 
[6Jが見られた.
注2)昭和40年代から昭和60年にかけて(期間 2)において，
ダム建設等の特殊要因によらない一般要因型の消滅
集落が15以上のメッシュが連続して見られる地域が長
野県北東部，富山県から石川県の南部，長野県南部，
愛知県北岡部，新潟県北西部で、あった.これらの地域
から当該研究機関からの利便性を鑑み，長野県南部遠
山地域を調査対象地域とした.
注3) 3集落のブレヒアリング調査を2ω5年8月に行い，釜
沢集落，梶谷集落については2∞5年9月に下栗集落に
ついては2∞年3月に本調査を行った釜沢集落，梶6
谷集落については悉皆ヒアリング調査を調査拒百，不
在を除いた，釜沢集落10世帯，梶谷集落 3世帯に実施
した下架集落については調査日数が十分に取れな
かったため空き家とな引た世帯の親戚，集落自治会役
村作り組織役員に対してヒアリング調蒼を調査拍
否，不在を除いた12世帯に実施した.
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